










 

はじめに 

 今日,母子保健・医療ことに乳児期の保健医療活動のシステム化に関しては既

に多くの研究がすすめられハイリスク新生児の登録制の実施や,周産期・乳児緊

急救命医療のシステム設計などの具体化について,様々な地域において実験が

試みられている。しかしながら,全小児期を通じて,保健・医療に係るシステム

を形成せしめるには図 1 に示すごとき各様のサブシステムが一体化され,統一

性を保つべき必要がある。しかもそのうち,今日,最も開発が遅れているのは,

ポジテイブ・ヘルスを含む健康増進に係るサブシステムの設計である。 


